







































































体力測定を実施した学生は 522名であり、内訳は 1年生425名で全体の 81.4%、2年生は




した。本学学生の身長は 158.7土 5.3cm、体重は52.6土 6.7kgで全国平均値はそれぞれ
























BMI 脂肪量 除脂肪屈 体脂肪率
一
kg kg ％ 
522 522 520 522 
21.0 15.0 37.7 28.0 










する立ち幅とぴの本学学生の平均値は 166.1土 21.5cmで、全国平均値の 169.9土 23.0cmと
比較すると有意に低値を示した。下肢伸展力と相関が翡く、ハムストリングの筋収縮のス






握力 上体 長座体 反復 立ち幅 垂直とび 20m 背筋力 背筋力起こし 前屈 横とび とび シャトルうン 指数
kg 回 cm ‘占’‘ cm cm 折り返し数 kg 
n 518 491 515 495 507 511 104 518 518 
本学 24.5 22.6 47.4 48.6 166.1 40.9 47.3 62.3 1.2 平均









48.0 I 169.9 I 42.7 











満を 「ff,:通体重」、25以上30未満を 「肥満 l疫」、 30以上35未満を 「肥満2度」、35以上
40未満を 「肥満3度」、40以上を 「肥満4度」、さらに 35以上は 「高度肥滴」としている。
この基準から本学学生のBMIの内訳をみると、 「1r-通体重」の判定基準に該当する者は435
名で全体の83.3%、それ以外の「低体狐」の判定基準に該当する者は62名で 1.9%、「肥満

















a)祖力 b)上体おこし c)長座体前屈 d}反復憤とび












22.5 43.0 46.5 
220 41 0 460 






























体調に関する項目について1~14 に示した。 「牧 lfllである」 「便秘である」「頭Hri持ちである」
節の1:Jいに対して、「当てはまる」「やや当てはまる」と回答した者が多数であった。複数の











































以上の巡動を 「ほぽ1J:1していた」とl且l答した者は、小学生時では全体の 32.8% (158名）、
中学生時では 56.8%(274名）、1',ば校生時では 36.9%(178名）を占めていた。また、過3In! 
以 l→．の迎動実施していた者の・,lfj合は、小学生時で全体の58.9%、中学生時は 70.3%、窃校生











゜小学生 中学生 高校生 現在■全くしていない ，週に1,2回 ■週1こ3,4回 □ほぽ毎日
図5. 運動実施の頻度
C. ~ 厨甜、¥;11について
睡I民時間については、 4時1未満と1答した者が全体の0.8% (4名）、4-5時間が31%(149 
名）、6-7時間が65.1% (313名）、81が11以上が3.1% (15名）であった （図6-a)。通学時間
にかかる時間は、 45分未満が全体の21.5% (103名）、45-75分未満が48.8% (234名）、75分
以上 120分未滴が27.1% (130名）、120分以上が2.7% (13名）であった （図6-b)。テレピ
の視聴時間については、 30分未泌と'"'答した者が全体の 11.5% (55名）、30分以上2時間未




1/IJ未悩が42.1% (202名）、3時間以 J-.が40.6%(195名）であった (1:(16-d)。さらに、テレ
ピの視聴時間と拇li¥酔使用時間の,j}jとも 3時1/IJ以上と同答した者が全1本の 12%(58名）
を占めており、テレピ視聴や批咄およぴ PC 等に時間を~'(やす割合が多い結呆とな っ た。 ま
た、 「余暇の使い方」に関して、 J'―II II記述による回答では、多い}ij(に 「アルバイト」 261名、
「I垂眼」113名、 「買い物」 112名、 「読祁」82名、 「テレピ」80名、 「映両や DVD鑑伐」77
名、 「サークル」66名、 「遊ぷ」66名、 「外出」58名、 「巡動 （テニス、ダンス、ジム等）」
55名、その他多数の回答があった。
a)題眠時間 IF:!:l''Uit・慮蕊裟綴窯怨蒸睾蕊蒸翁蕊暑 b)通＾時ri-:t・・・ 十 n : •こ：蕊蒸瓢蒸I
0% 20% 40% 60% 80% 100% 0% 20% 40% 60% 80% 100% 
■,1峙問未渦 ・4-S時間 ,:;5.7時間 ■8時間以上 ■ 45分未渦 45-75分未渦 "'75-120;fi: 涵 ■ 120分以上
c)携帯、PC苓1三・・,蕊蕊蕊葵蕊蕊蕊翁蕊-- d)テレビ視e• 粽怨婆怒窯婆；；~,s~r•
0% 20% 40% 60% 80% 100% 0% 20% 40% 60% 80% 100% 











体重」 も「将通」と比較すると低値を示す傾向がみられた (I又12-d)。今但1の測定では 「低
体爪」は他群と比較して筋力が低く 、 柔軟性も劣る仰向を示した。 巡動不足は肥if/,j度を」•少/.
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